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会  議  録（要点記録） 

会 議 名 第３６期小金井市公民館運営審議会第１４回審議会 

事 務 局 公民館 

開 催 日 時 令和５年３月８日（水）午前１０時００分から午後１１時３５分 

開 催 場 所 小金井市役所第二庁舎８０１会議室 

出 席 委 員 

渡邉委員長 大久保委員 川原委員 嵯峨山委員 坂内委員 

橋本委員 本川委員 吉田委員 

欠 席 委 員 新井副委員長 浅野委員 

事 務 局 員 

鈴木公民館長 渡邊庶務係長 大久保事業係長 落合主査 

松本貫井南分館長 山﨑緑分館長 

貫井北・東分館 

事業運営受託者 

ＮＰＯ法人市民の図書館・公民館こがねい 

村山貫井北分館長 鈴木東分館長 

傍 聴 の 可 否  可 傍 聴 者 数  ３名 

傍聴不可・一部不可 

の場合は、その理由 

 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ 第１２回審議会の会議録の承認について 

３ 報告事項 

  東京都公民館連絡協議会 委員部会の報告について 

４ 協議事項 

  小金井市行財政改革２０２５及び小金井市公民館中長期計画に

基づく公民館緑分館の委託化について 

５ その他 

 ⑴ （仮称）小金井市新福祉会館管理運営計画策定委員会について 

 ⑵ 講座管理システムについて 

 ⑶ 次回開催日程について 

６ 閉会 

 

資料 

１ 東京都公民館連絡協議会委員部会の報告書 

２－１ 小金井市行財政改革２０２５及び小金井市中長期計画に基

づく公民館緑分館の委託化について 答申書（案） 

２－２ 小金井市行財政改革２０２５及び小金井市中長期計画に基

づく公民館緑分館の委託化について答申書 新旧対照表 

３－１ 公民館緑分館の委託化について答申書（たたき台）に関する

意見について 
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３－２ 公民館緑分館の委託化について答申書（たたき台）に関する

意見について（その２） 

４ 小金井市公民館運営審議会第１２回審議会（１月１１日実施）に

関する意見シート 

５ 小金井市緑センターサウンディング型市場調査について 

６ 答申書（たたき台）に関する意見（吉田委員） 
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会  議  結  果 

次第１ 開会 

 

次第２ 第１２回審議会の会議録の承認について 

【渡邉委員長】 

・ 第１２回公運審の審議会の会議録については、承認ということでよいか。 

 

（異議なし） 

 

次第３ 報告事項 東京都公民館連絡協議会 委員部会の報告について 

【吉田委員】 

・ 令和５年１月２６日に第１０回委員部会が開催された。報告事項として、「公民館

に関する調査」が全市分を取りまとめたと報告があった。また、町田市と日野市が都

公連から退会するとの意向が示されたとのことであった。 

・ 協議事項は２月４日の研究大会のリハーサルをメインに行った。研究大会について

少し触れると、本多公民館では「コロナ禍を乗り越え進化する公民館」をテーマに東

海大学の池谷先生が基調講演を行った。その他、事例発表等を行った。その後、グル

ープワーク等を行い学芸大学の柴田先生からは、公民館の存在意義は次世代への種ま

きといった主旨の講評をいただいたのが印象的だった。 

 

次第４ 協議事項 小金井市行財政改革２０２５及び小金井市公民館中長期計画に基

づく公民館緑分館の委託化について 

【渡邊庶務係長】 

・ 第１２回審議会で答申書（たたき台）をお示しし、２度にわたり各委員から意見を

いただき、取りまとめたものである。各委員からいただいた意見は資料３－１と資料

３－２をご覧いただきたい。 

・ いただいた意見として、建物や備品の老朽化に関する意見、受託者との情報級、連

携強化、人材育成等に関する意見、オープンスペースの整備、青少年センター機能の

継承、Ｗｉ-Ｆｉ環境、若者世代の居場所づくりに関する意見をいただいた。 

・ 防災機能の強化に関する意見もいただいたが、地域防災計画では地域の避難所は緑

小学校であり、公民館緑分館は遺体安置所に位置付けられていることから、今後、関

係機関と調整を行う。 

・ 資料２－１の答申書（案）は資料３－１及び資料３－２でいただいた意見を一定反

映させた形で取りまとめたものである。 

・ 資料５をご覧いただきたい。資料５は全般実施したサウンディング型市場調査の結

果である。サウンディング型市場調査は全４者にご参加いただき、１２月に現地説明

会、２月にサウンディングを行った。 

・ サウンディングでは、老朽化した備品等の施設整備への提案として、建物修繕の実

施、備品の交換、不要備品の撤去等の意見をいただいた。 

・ 利用者増に向けた施設整備の提案ということで、Ｗｉ-Ｆｉ環境の整備、ロビー空間

の整備、図書の閲覧スペースの創出といった意見をいただいた。 
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・ 運営への主な意見として、施設全体として、業務委託ではなく指定管理制度が望ま

しいといった意見、苦情がある場合は事前の整理が必要といった意見、開館時間の見

直しに関する意見、緑分館として、既存団体が物置として使用しているスペースの整

理、野外調理場の管理方法等に関する意見があった。 

・ 契約に関する提案として、適切な委託費の計上、余裕をもったスケジュールで進め

て欲しいといった意見があった。 

・ 資料４は、前回の公運審で提出された意見提案シートである。 

・ 資料６は、吉田委員から意見提出を失念していたと本人から申し出があったため、

本日、資料として配布したものである。 

 

【渡邉委員長】 

・ 前回の審議会での意見、審議会後に各委員から提出された意見等を踏まえた答申書

（案）であるとの説明である。本日、改めて、各委員から一言ずつコメントをお願い

する。さらに加えるべき内容があれば、その旨、発言をお願いする。 

 

【嵯峨山委員】 

・ 答申書（案）の５ページにある、「なお、地域拠点（ひろば）の整備には多額の経

費が必要となることから、将来にわたり継続的な公民館活動を支えるためにも、使用

料を徴収するなど安定的な財源確保に向けた取組みに早急に着手することを提言す

る」については削除をお願いしたい。公民館は、集い、学び、つながる拠点であり、

緑分館の委託と使用料は切り離して議論すべきである。使用料を徴収することで修繕

料の安定的な財源確保になるのか、図書館と一体的な施設で使用料は相応しくないと

考える。 

 

【渡邊庶務係長】 

・ 使用料の記載について、説明が漏れていた。申し訳ありません。この間、各委員か

らの意見でも施設の老朽化に関する意見を多くいただいており、今後の公民館活動を

考えたとき、財源の検討は欠かせないものと認識している。公運審の中でも、第３３

期、第３５期における有料化の議論を紹介してきたところであるが、現在、使用料の

検討に着手できていない状況である。 

・ 嵯峨山委員の発言にもあったように、緑分館の委託と使用料の議論は直接的に影響

するものではないが、施設の老朽化に対する御意見を頂戴しており、その対応策とし

て、この文言を入れるか、どうかという点も含めて御意見を頂戴したい。 

 

【渡邉委員長】 

・ それでは、続けて、橋本委員から御意見があれば発言をお願いする。 

 

【橋本委員】 

・ 使用料は緑分館の委託とは別に考えたほうがよいと思う。 

・ 畳の部屋はあった方がよいと思う。 

 

【大久保委員】 
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・ 緑分館にはレクリエーション機能もあり、「緑分館の主な設備、機能」の項目に緑

分館２階のレクリエーション室を追記してはどうか。同様に１階に視聴覚室もあり、

特徴的な設備だと思うので追記してはどうか。 

・ サウンディングの結果を見ると、既存事業は委託後も継続対応可能ということを確

認し、ひとまず安心した。しかし、「令和２年度の事業のまとめ」に緑分館から報告

のなかった事業、例えば男女共同参画教育事業、公民館・図書館連携教育事業、コロ

ナ禍における特別主催事業フリースペースについて、今後取り組んでいただきたい。

一方で、インターネットで公民館を検索すると、デジタル、コミュニティ、多世代な

どがキーワードとして挙がってきており、IT 環境、人と人のつながりや地域のつなが

り、ライフスタイルの変化に対応していくことが社会教育振興に求められており、そ

れらに対応していただける受託者であって欲しいと思う。 

・ 公民館では、学校教育では網羅していない分野、拾い切れていない分野での社会教

育事業を展開して欲しいと思っている。成人年齢は１８歳になり、以前と比べると

我々大人と同じステージに立つ年齢は早くなっているが、公民館は青年から成人の移

行期の若者への事業は幅広く取り組まれているだろうか。青少年センターを前身とす

る緑分館に、例えば、高校生の主権者教育・消費者教育「社会に開かれた教育課程」

の実現に向けた様々なプログラムに取り組んでいただき、地域住民全体で学ぶことを

思料する。 

・ 野外調理場や宿泊については、一部の利用者がいることは認識しているが、経済合

理性や効率性の観点から、より多くの市民が使えるようなスペースにリノベーション

する方向で考えてはどうか。例えば、デジタルのスペースでの活用、図書館、公民館

でも足りないスペースというものがあると思う。スペースの有効活用を図るべきであ

ると考える。現在のままでは、一部の利用者しか恩恵にあずかれないスペースになっ

てしまっていると感じている。 

・ この答申の中で、使用料について記載するかは微妙なところはあるが、施設使用に

当たって、料金が発生するということに異論はない。 

 

【渡邉委員長】 

・ 柔軟な対応ができる事業者にお願いできれば、という意見があったが、事務局の見

解があれば伺いたい。 

 

【渡邊庶務係長】 

・ 今後、公運審及び図書館協議会の答申書、サウンディングの結果等を踏まえて、業

務仕様書を作成し、公募型プロポーザルを経て、事業者を選定する予定である。公募

型プロポーザルは事業者から提案をしてもらい、市において技術提案書の内容を評価

して事業者を選定する予定である。 

・ 例えば、仕様書の中に、「青少年を対象とした講座の実施すること。」と記載するこ

とで、事業者から一定の提案がいただける。何でもかんでもできるものではないが、

現下の社会情勢等を踏まえた提案がいただけるものと考えている。 

 

【川原委員】 

・ 緑センターは、浴恩館であったり青少年センターであったり、青少年の育成、宿泊
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機能、野外調理場、テニスコート場が特徴として挙げられる。また、浴恩館公園、文

化財センターが隣接している点も特徴だと思う。一方で、各施設の施設管理者は縦割

りになっていて、市民から見ると、同じエリアにある建物を別々に管理していること

に違和感がある。 

・ 先日の社会教育委員と図書館協議会との三者合同会議で基調講演を行った大串先生

の説明にもあったが、日本の図書館は静かすぎると。対話する場があった方がよいと

いうお話だった。公民館も集いの場、学びの場という点で目指すところは図書館と同

じだと思う。緑センターは公民館と図書館の複合施設なので、小中学生の子どものス

ペース、居場所となるスペースがあるとよい。あとは高齢者から子どもまで多世代が

集まれるスペースが作れるとよい。 

・ 将来的には、児童館、図書館、公民館など多世代が過ごせる施設を複合化していく

流れになると思うので、緑センターでも自然な形で多世代が交流できる場ができると

よいと思った。 

・ 使用料は、導入してもよいとは思うが、歳入額と管理するための事務費のバランス

を考慮する必要があると思う。すでに集会施設では使用料を支払って使用している。

場所にもよると思うが、使用料を支払ったとしても使用する人はいると思う。 

 

【坂内委員】 

・ 答申書のポントは「４目指すべき緑分館の方向性」であってどの程度まで踏み込む

かが重要。 

・ 使用料は公民館全体に関わるところなので、緑分館の委託化とは別次元の課題であ

る考える。 

・ 緑分館の委託化に当たっては浴恩館との一体的な活用と、宿泊の取扱いが課題だと

思う。宿泊時、事業者対応ということになれば、夜間対応も含めて委託料にも影響す

るのではないか。宿泊機能を残すのか、また野外調理場、テニスコート場を残すのか、

意見の集約は難しいとは思うが、経済合理性を重視するのか、このような観点が必要

ではないか。 

・ もう一つは、緑センターは公民館と図書館との複合施設であるが管理者は別々とな

っている。一体的に管理するためには組織機構の見直しが必要ではないか。このよう

な観点からも記載しておく必要がある。 

 

【渡邊庶務係長】 

・ 宿泊に関して、現在も宿泊の際には、シルバー人材センターに対応をお願いしてい

る。委託後も同様の対応を予定している。 

・ 組織機構の見直しについては、公民館だけの問題ではなく組織全体におよぶ課題と

なる。新庁舎建設などへの影響もあり、意見として受け止めさせていただきたい。 

 

【坂内委員】 

・ すぐに対応できないことは承知している。公運審から、そのような意見があったと

いうことは答申書に記載していただきたい。 

 

【渡邉委員長】 
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・ そのような意見、要望があったということで対応をお願いする。 

 

【吉田委員】 

・ 元号と西暦を併記した方がわかりやすい。 

・ 緑センター、緑分館、緑分室などが混在しており、わかりにくい。 

・ 老朽化について、クローズアップされており、もう少し、積極的な取組みに関する

コメントがあるとよいのではないか。 

・ 野外調理場について、周辺が住宅になっており、空林荘が火災になったことなども

あり、近隣にお住まいの方々との調整が必要ではないかと思った。 

・ 図書館緑分室との複合施設なので、資料６に記載したような図書館との連携につい

ても具体的な記載があるとよいのではないか。 

・ 使用料については、以前に示されたものは少額で、修繕や設備更新は難しいのでは

ないか。使用料自体は徴収してもよいとは思うが、ここでクローズアップする必要は

ないと思う。 

 

【渡邊庶務係長】 

・ 西暦併記は事務局で対応する。 

・ 施設の名称としては、緑センターは施設全体、緑分館は公民館、緑分室は図書館を

それぞれ指している。ご意見等を踏まえ修正する。 

 

【鈴木公民館長】 

・ センターと呼称される施設が緑センターを含めて市内に四か所あり、それぞれ、図

書館や児童館との複合施設になっている。公の施設は条例により設置されるが、緑セ

ンターという名称の設置条例は存在しない。公民館設置条例の中で、公民館緑分館と

して設置されている。緑センターは公民館緑分館、図書館緑分室、高齢者いこいの部

屋という機能を持った複合施設ということであり、緑センターは建物全体の総称であ

る。 

 

【渡邉委員長】 

・ 緑センターということは図書館緑分室についても答申することになるのか。 

 

【渡邊庶務係長】 

・ 答申書の中では、建物全体は緑センター、公民館を指すときには緑分館と区別して

記載しているつもりである。 

 

【吉田委員】 

・ 読んだ人が理解しやすいように注釈を入れるなど、工夫していただきたい。 

 

【本川委員】 

・ 答申書は誰から誰に対する答申書なのか伺いたい。 

・ 緑分館の特徴を継続させるのか、他の公民館と同じような事業を行うのかが分かり

づらい。 
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・ 答申書全体として要望が多いように感じる。答申とは要望を言うことか。 

・ 過去形の表現が用いられている箇所があり、過去を踏まえた表現とするべきではな

いか。 

・ 多くの人に利用してもらうのであれば、駐車場スペースが必要ではないか。もしく

は交通手段を確保するような方策を検討していただければと思う。 

 

【渡邉委員長】 

・ サウンディング結果の事業者からの意見でも駐車場がないため、大規模な集客は難

しいとあり、施設規模から見てももう少し駐車場が必要ではないか。 

 

【渡邊庶務係長】 

・ 公運審は公民館長の諮問機関であり、公運審から公民館長への答申である。 

・ 駐車場の台数は建築計画当初からの考え方で設置されたものであり、新たに駐車場

を確保するというのは現実的に難しい。 

 

【本川委員】 

・ いつも現状はこうだから難しいという話になるが、現状、不便を感じていることが

あるのであれば、もう少しリサーチをしてもよいのではないか。 

 

【渡邊庶務係長】 

・ 駐車場を確保する手段としては、新たな土地を確保、ココバスルートの見直しなど

が考えられるが、残念ながら、どちらも現実的には難しい。 

・ 緑センターの位置付けは地域センターであり、地域の人たちに使ってもらう施設と

いうコンセプトがある。徒歩や自転車で来てもらうというのが当初の考え方であると

認識している。 

 

【本川委員】 

・ 緑分館は、他の館と違い、宿泊やテニスコート場などの特色がある。多くの人に使

ってもらうのであれば、やはり駐車場は必要ではないか。 

 

【渡邊庶務係長】 

・ 緑センターは地域センターであり、例えば、ロビー空間が魅力的な空間になれば、

地域の人たちは集まってくる。そのような意見を踏まえて答申に反映させている。 

・ 今回の駐車場確保を答申に入れるとなると、市としては一定財源のことも意識しな

ければならない。 

 

【渡邉委員長】 

・ 財政的なことを考えると何も議論ができない。 

・ 中庭のようなスペースを駐車場にできないのか。 

 

【山﨑緑分館長】 

・ 敷地内には業者や講師の方の駐車スペース、障害のある方の駐車スペースがある。 
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・ 中庭は、道路からはアプローチできない場所にある。樹木を全部伐採しないと入れ

ない。また、地面が土のためスタックしたり、埋設配管に過重が掛かってしまうおそ

れがある。 

 

【渡邉委員長】 

・ やはり、将来的な長期的な要望としては出しておきたい。 

 

【鈴木公民館長】 

・ 現状、２台分の駐車場があるが、基本的には駐車場での来館はご遠慮している。 

・ 敷地内の中庭のスペースを使用するには、歩行者や自転車も日常的に使用している

通路となっていること、樹木もあることから、構造的に駐車場として使用することが

難しいというのが現状である。現状を把握したうえでのご要望ということであれば、

一旦、受け止めさせていただく。 

・ サウンディングの結果にある大規模な集客は難しいというのは、仮に大規模集客を

目的とした事業を実施する場合の障害という意味であり、誰もが車で来ることができ

るように改善を求める望む意見ではないと受け止めている。 

 

【本川委員】 

・ できること、できないことがあることは理解している。公運審の答申を踏まえて必

要な予算を確保できれば良いと思う。 

・ 行政には、まずは聞いていただいて、議論をして、希望や夢を一つ一つクリアでき

れば、良い緑センターになっていくものと期待している。 

 

【渡邉委員長】 

・ 今後の更新作業について、事務局に説明を求める。 

 

【渡邊庶務係長】 

・ 本日、いただいた意見を踏まえて答申書（案）の内容を反映させた後、改めて、各

委員に確認していただく流れでお願いしたい。確認作業の中で多くの意見があった場

合には複数回やり取りをさせていただければと考えている。 

 

【渡邉委員長】 

・ 使用料については、緑分館の委託とは切り離して議論してはどうか、という意見が

大半だったと思うので、そこはしっかり修正するようにお願いする。 

 

次第５ その他 

⑴ （仮称）小金井市新福祉会館管理運営計画策定委員会について 

【鈴木公民館長】 

・ （仮称）新福祉会館管理運営計画策定員会は、建設を予定している（仮称）新福祉

会館における運営方針、各機能の利用時間、利用方法等を検討、協議するために設置

している委員会であるが、現在、新庁舎・（仮称）新福祉会館建設については財政的

課題を解決するため、庁内検討を進めており、策定委員会の開催の目途が立っていな
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い状況である。これまで、第３５期公運審代表として菅沼前委員が出席していたが、

再開時期が不明であること、現公運審の在任期間等を考慮し、スケジュール等が示さ

れた段階で改めて策定員会委員の選出をお願いしたいと考えている。 

・ 体調不良等を理由に新井副委員長ご本人より辞任の意思表示があった。正式には教

育委員会の議決をもって解職となる。次回の教育委員会において所定の手続きを行う

予定である。副委員長が不在となるため、次回の公運審の中で選任をお願いしたい。

また、１名欠員となってしまうため、新たに学識経験者で公運審委員に相応しい方を

お願いできるよう努力したい。 

 

次第５ その他 

⑵ 講座管理システムについて 

【落合主査】 

・ 講座管理システムによる講座の実施については、委員の皆さんにお知らせしている

ところですが、３月１１日と１８日も実施する予定である。関心のある方はぜひ、ご

覧いただきたい。 

 

【坂内委員】 

・ 良い取組みである。公民館に行けない方々もいると思うので取組みは進めてほしい。

一方で主催者側の準備が大変だとは感じる。気を付けていただきたいのは著作権の問

題で、きちんと確認しながら実施していただきたい。 

・ もう１点が映り込みの問題である。参加者の肖像権などプライバシーにも配慮する

必要がある。 

 

【落合主査】 

・ 著作権の問題は認識しており、やはり講師の方に断られるケースもあった。配信は

便利であるが、著作権、肖像権等の問題もあるため、気を付けながら進めてまいりた

い。 

 

次第５ その他 

⑶ 次回開催について 

【渡邊庶務係長】 

・ 次回は令和５年４月１２日（水）午前１０時から市役所第二庁舎８０１会議室で開

催する。 

 

次 第 ６  閉 会  

【渡邉委員長】 

・ 以上で第１４回審議会を終了する。 

 

―― 了 ―― 
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＊公⺠館図書館の⼀体化による業務委託化
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